




A Research to Construct a Record Style in Child Care Practices：








































































































様式 内　容 a% b% c% d% e% NA%
１ 実習の目標と取り組み 34 11 48 ０ ０ ７
２ 実習生個人票 30 ４ 55 １ ０ 10
３ 実習出席簿 25 ８ 54 １ ０ 11
４ 実習指導訪問連絡用紙 14 ６ 49 １ ０ 30
５ 実習までの履修状況表 15 ８ 59 ４ ０ 13
６ 実習園での事前訪問の記録 18 ７ 58 １ ０ 15
７ 実習予定表 18 11 51 ７ １ 11
８ 実習園概要 18 ４ 61 ３ １ 13
９ 実習園の周囲の環境 15 ８ 61 ３ １ 11
10 欠席届 21 ６ 51 ０ ０ 23
11 実習するクラスの様子 20 10 51 10 ０ 10
12 見学・観察実習用記録用紙 24 14 38 16 ０ ８
13 参加・指導実習用記録用紙 24 11 38 11 ３ 13
14 子どもを見つめて（個人の記録） 10 13 42 14 １ 20
15 自由記録用紙 ８ ３ 48 ３ ０ 38
16 指導案 20 ４ 49 10 ０ 17
17 実習を終えて 23 ８ 58 １ ０ 10
18 実習反省会の記録 20 ６ 54 ４ ０ 17
19 実習園関係資料 ４ ６ 49 ３ １ 37
20 大学での保育実習指導ノート — — — — — —



































































































































様式 内　容 a% b% c% d% e% NA%
１ 実習の目標と取り組み 13 11 65 11 ０ ０
２ 実習生個人票 29 ８ 58 ６ ０ ０
３ 実習出席簿 39 ６ 54 １ ０ ０
４ 実習指導訪問連絡用紙 18 15 58 10 ０ ０
５ 実習までの履修状況表 16 ６ 61 14 ３ ０
６ 実習園での事前訪問の記録 21 15 58 ６ ０ ０
７ 実習予定表 14 16 45 16 ９ ０
８ 実習園概要 11 13 54 21 １ ０
９ 実習園の周囲の環境 11 11 60 16 １ ０
10 欠席届 20 ３ 70 ０ ０ ８
11 実習するクラスの様子 ９ ６ 54 25 ５ １
12 見学・観察実習用記録用紙 １ ３ 24 45 27 ０
13 参加・指導実習用記録用紙 ０ ５ 20 46 29 ０
14 子どもを見つめて（個人の記録） ９ ３ 61 20 ８ ０
15 自由記録用紙 ４ ４ 49 17 14 12
16 指導案 13 11 55 19 ２ ０
17 実習を終えて 11 ８ 75 ５ ０ １
18 実習反省会の記録 ９ ９ 77 ５ ０ ０
19 実習園関係資料 19 ５ 70 １ ３ ２
20 大学での保育実習指導ノート 18 ５ 76 ０ ０ １
21 報告書 ９ ９ 75 ６ ０ １
　a記入しやすい，bややしやすい，cふつう，dややしにくい，e記入しにくい，NA無回答
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か一方にして欲しい」、など、自分自身の内的体験を振り返ったり、他者が何を感じ考えて行
動したかという内面を他者の様子から推し量ったりすることが難しい様子がうかがえた。更に
「『感じたこと、気づき、考察』の欄は、『保育者の援助はどういう考えで行われているか』
というのが分かりやすいタイトルにして欲しい」という意見もあり、（この表現からは）着目
すべきことが何かよくわかっていないという様子も伺えた。また、一方で「『子どもの活動』
と『保育者の活動と援助』の欄が狭い」、「『援助』の欄は自分が得られるものだと思うので
細かく書けるようにして欲しい」など、保育者の保育・援助技術のノウハウや行動として現
れている「事実」の側面に注目することに力を入れている様子が伺えた。つまり多くの学生
が日々の保育活動について、行動上の「事実（エビデンスevidence）」を重視し、『感じたこ
と、気づいたこと、考察』などの「そこ（自己や他者）にいったい何が起きているかという内
的体験を記述すること（ナラティヴnarrative）」に意義が十分見いだせず、また表出するこ
とに困難を感じていることが明らかになった。ただし、極少数であるが、「重要なことは、関
わりを通して学んだことをたくさん書いた方がいいらしい」とか「保育者の援助について先生
の思いを読み取って書くように言われて大変だった」、「『感じたこと、気づき、考察』の欄
は、『保育者の援助はどういう考えで行われているか』というのが分かりやすいタイトルにし
て欲しい」、「『感じたこと、考察』の部分が多いのは良かった」など、実習を通して内的体
験の振り返りの重要性を学んだと思われる貴重な意見もあった。
実習園とこれらの実習生の調査結果を踏まえて作成した様式12、13の改訂版を図３に示す。
図３  様式12，13改訂版『観察・参加・部分・指導実習用記録用紙』
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ⅳ．　様式14『子どもを見つめて（個人の記録）』
「自分で考えて自由に書けるのが良かった」という少数意見もあったが、「一人の子どもば
かり観ていられず書けない」、「個人を観る余裕がなかった」という意見がほとんどだった。
更に、個人の記録を書くことを保育園では好ましく思っていないようだという意見も少数あっ
た。一人の子どもの継時的変化に注目するというのは、必ずしも一人の子どもに張り付かなく
ても、関わりを持った時々の一つ一つの体験を大切にすることで、毎回小さくても新たな気づ
きは得られるものである。しかしながら、そもそも自らの内的体験を感じ取るということが十
分実感として理解されていないのと、初心の学生にとっては目前の課題をこなすのに精一杯で
あり、こうした発展的（と実習生には思われる）課題に取り組む以前の問題がある様子が伺え
た。
保育というのは、漠然とした多数の子どもを相手にしているのでは決してない。大勢の子ど
もとかかわっている時も、保育者の中では、一人ひとりの子どもの個性と日々の変化や成長の
様子が捉えられ、そして働きかけ（保育）をする。したがって、一人ひとりの子どもをどれ程
しっかり捉えられるかが保育の質を左右するし、その意味で個人の記録は保育の原点であると
言ってもよい。しかし、初めての実習において早速大勢の子どもと関わりクラス全体を観る視
点を要求される初心の実習生には、こうした一見相矛盾する課題をこなすことはかなりの困難
を伴うようである。これは、実習園の担当者の調査結果と呼応していた。学生の負担を少なく
し、なおかつこの記録の意図するところを学生に理解させるためには、子どもについて印象に
残ったこと気づいたことを、たとえ一行でもよいから日々書きためて、そこに浮かび上がる子
どもの姿について考えてみるといった活用の仕方を事前に体験学習できると良いかもしれな
い。
以上、実習生の自由記述の結果について個々の様式を取り上げて述べてきた。記録様式につ
いての実習生の全般的な意見としては、主に『形式的な記入しやすさ、しにくさ』や『内容的
な記入しやすさ、しにくさ』、更に少数であるが『学びにとっての有用性』という、大きく
分けて3つの観点からの指摘がみられた。具体的には、形式的・内容的に「日々使用する様式
12、13が記入しにくい」という意見が一定数あったが、他の様式は形式的にも内容的にも比較
的記入しやすいと感じていることと、記録様式の多さに関しては、「最初の実習では大変だっ
たが、慣れるにつれ要領よく記入できた」などという感想もあり、実習園の担当者の心配とは
裏腹に意外にも予想したより負担感は少ないことが分かった。
５．　考察
特に課題が明らかになった様式12、13について考察する。
（１）　『感じたこと、気づき、考察』などの内的体験を記述することの意味
保育者を目指す学生の教育に携わり感じることは、２年という短い期間で「保育とは」とい
う本質に足を踏み込んでもらうことはなかなか難しいということである。それでも多くの学生
は実習を通して子どもとかかわり、保育の楽しさ・おもしろさ・魅力を肌で感じ、また保育者
のあり様に触れ、保育という営みの尊さ・厳しさ・難しさも察していることであると思う。し
かし「子どもの内面の理解」の教育を専門とする心理学の教員としては、更にもう一歩踏み込
んで学んでもらいたいと願うことがある。
保育実習における記録様式作成に関する研究
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現実の実習では、短い期間に学生は保育の実践者として機能することを求められる。必修の
保育所実習ではほとんどの学生が２週間の実習の終わりに一日の部分ではあるが、担任の代わ
りに保育者の役割を引き受け、一人でクラスの子ども達に対するいわゆる「部分保育」を行う
ことを課題として与えられるし、後の選択必修の保育所実習２では多くの学生が同じく２週間
の実習の終わりに、一日の指導実習（担任に代わって１日の保育の責任を負い引き受ける）を
行う。そのため、ほとんどの学生は自分に課せられたこの課題をいかにうまくこなすかという
ことに多くのエネルギーを費やすことになる。つまり、実践者として自分が何をするか、どう
振る舞うか、つまり実践者を「実演すること」に関心の焦点が当てられている。そのため、そ
の場その場の保育場面での「保育技術」の問題にもっぱら関心の矛先が向き、そもそも実践か
ら何を学ぶのかという現実的な問題の背景にある保育の本質的問題にまではなかなか心が及ば
ないというのが学生の実情ではないだろうか。理想を高くし厳しい見方をすれば、２年間とい
う短い学びの期間にあって、ともすると学生は「技術」イコール「保育」と思い込みがちに
なっているようにも思われる。学生は様式１『実習の目標と取り組み（実習計画）』において
「保育者から学びたい」とよく記しているが、「実践に学ぶ」と言ってもただ単に他人の実践
（の技術）をまねることはあまり意味がない。肝心なのは他者の実践から何を読み取るかとい
うことである。その実践が置かれた条件と自分の置かれた条件との違いを理解し、どこを工夫
して自分の実践に取り入れるのかを考えなければ学びとはならない。９）そうした意味で、こ
こで敢えて考えて欲しいのは、「技術」が「保育」なのではないということである。保育とい
うのはそもそも一人ひとりの子どもの理解の上に成り立つものであるし、そうした理解の上
に、保育者の子どもへの働きかけ（実践）がある。実習指導担当者としては、どういう「理
解」がその「実践」を生み出したのか、そのことに少しでも気づいて欲しいという願いがあ
る。
宮里・古庄（2006）９）は、保育現場の実践者の学びの課題として、受け身的に「講演」や
「実技講座」に参加する以上に「実践を検討する」ことの重要性について触れ、その「実践的
研究」の一つの方法としての「実践記録」に注目している。研究の出発点は「保育者の悩み」
であるとし、保育者の「悩みを相談するつもり」で子どもと保育者の具体的なやり取りの一場
面を記述することの意義について指摘している。それを「記録から子どもが見えてくる様なス
トーリーのある」実践記録とも言っている。そこで重視されるのは、子どもの内面や行動の意
味を深めることだけでなく保育者の子どもへの働きかけ（関わり方）と「思い（内面）」を記
述することである。保育を深めるためには、どう働きかけるかだけでなく「なぜそのように働
きかけたか」という「保育者の心の内を意識化」することが大切であるとしている。そうした
「記述」は同時に「自己省察」であり、専門家としての「目的意識的な保育」につながるもの
であるからである。
ショーン（1983，佐藤・秋田訳（2001））10）は、こうした実践的研究方法（技法art）を
「行為の中の省察（reflection-in-action）」と呼び、教育や福祉の専門家の専門性として不可
欠なものであることを示唆し、そうした「知」に基づく専門家を「技術的熟達者（technical	
expert）」を超えた「反省的実践家（reflective	practitioner）」という新しい専門家像で示し
ている。また、中村（1992）11）も実践研究に関する同様の視点について述べている。
現実に振り返ってみて、実習終了後の学生の記録を見ると「実行したこと」、「できたこ
と」、「理解したこと」の記述は比較的多いが、「できなかったこと」、「分からなかったこ
と」、「疑問に思ったこと」の記述はどちらかというと少ない。実際、実習生の指導訪問の際
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に、記録について「一日の『あらすじ』は書いてあるが、何を感じ疑問に思い、何に気づき学
んだかを書くのが難しいようだ」とコメントする実習園の指導担当者もよくある。また、実習
指導やその他の授業の中でも「反省的実践家」として大切な、自己と他者の「内的体験」の自
覚や表出が難しいと感じている学生が多いのではないかということを学生全般について経験的
に感じていたが、それが本研究で実証的に示されたことにもなる。しかし一方で、自分自身の
疑問や気づき・学びをリアルに記述している記録もある。図４はその実際例である。
様式12、13に関して、実習園担当者と実習生の結果を比較してみると、５段階評定調査結果
では、「記入しにくい」という学生の感想とは裏腹に、多くの実習担当者がどちらかとうと平
均的以上に「活用しやすい」と感じていることが伺える。特に「a活用しやすい」を積極的に
選択している担当者が一定数ある。同様のことが、評定理由の自由記述からも見いだされた。
すなわち、実習生が『感じたこと、気づき、考察』などの「自己や他者（子ども、保育者）に
いったい何が起きているかという内的体験を記述すること（narrative）」に十分意義が見い
だせず、また表出することに困難を感じているのに対し、実習園の担当者は「『感じたこと、
気づき、考察』は実習生が何をどのように見て感じ考えているかよくわかる」、「『感じたこ
と』の欄を大切にしたい」などとコメントしており、実践の場の保育者としては、自己と他者
の「内的体験」の自覚や表出が初心の学生にとってはなかなか困難であるという課題は承知の
上で、実習生がそれらを自覚し表出することに積極的に意義を見いだし、実習指導に生かした
保育実習における記録様式作成に関する研究
図４  様式13『参加・指導実習用記録用紙』実習生の記入例
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いと考えていることが伺えた。つまり「反省的実践家」としての保育者を育むことの意義や方
法について、実践の場の保育者の反応から確認することができたと言えるであろう。
（２）　気づきの得られる実習のための実習記録指導の工夫について
記録の記入しやすさ、しにくさについての個々の学生の評価は、実際に実習を行い、使用し
た後でないと明らかにならない。本来は最初の実習が終わった後に、記録についても十分な振
り返りをし、次の実習までに自己課題を明らかにして備え、新たな実習に臨む必要がある。し
かし、現実には短い時間に多くの実習をこなさなければならないので、実習指導者の意図とは
別に、より学生にとって関心の高い、部分実習や指導実習などの保育場面での保育技術の問題
に学生自身の振り返りの焦点が当てられがちになる。そのため、何に注目して記録するのかと
いった、現実的な問題の背景にある記録の意義（理論と実践の統合）について振り返る余裕は
なかなかないのが現状である。
記録に関する実習の事前指導としては、まず、「実習記録」とともに作成した本学の「実習
の手引き」３）に沿って実習の目的・目標・ねらいを確認している。それを踏まえ、記録様式
を一つ一つ取り上げ、それぞれの記録の意図する目的と、実際の保育実践の観察や体験を通し
て学ぶべき保育のポイントを実習生に説明する。その際、記録記入の参考例なども示し、その
上で実習生が実際に記入してみることを試みる。しかし本学の場合、大学の中に付属園を持た
ないこともあり、様式11、12、13、14などは、日常的に見学などして書いてみるということが
難しい。そのため、様式12『見学・観察実習用記録用紙』は、外部施設を見学した際に実際に
書いてみる試みを行ったりもしている。その他、記録用紙を直接使用するわけではないが、自
己の「内的体験」を言語化する試みとして、実習指導以外の授業（演習）を利用し、具体的事
例に触れ、自分の感じたこと考えたことを記述しディスカッションを繰り返すという試みも
行っている。
実習前に実際に書かせて比較的丁寧に個々に指導できた記録様式については、今回の調査で
も実習生が「記入しやすい」と答える傾向があった。様式12、13は日々記録する様式にも拘ら
ず、そうした試みの体験不足が「記入しにくさ」に結びついているようである。現在は実習記
録の指導をもっぱら実習指導教員のみで行っているのが現状であるが、例えば、一つの工夫と
して、保育内容の５領域にかかわる教科担当者がそれぞれの教科教育の中で現実の実習や実習
記録を意識して教育を行うことができれば、実習生の実習記録に関する体験学習も積み重ねる
ことができるのではないだろうか。
実習記録は始めから豊かに書けるものではない、また始めから豊かな気づきを得られるもの
でもない。それぞれの学生が、それぞれの学びの段階に応じて可能な表現をし、気づきを得ら
れればよい。そうした無理のない学習過程の中で、学生が「記録」の重要性、特に、気づきや
学びを意識化することの意義を少しでも自覚し、保育を見つめ直す機会としてもらえれば、ま
ずは実習記録の役割は果たせたと考えてもいいかもしれない。
実際、「始めは本当に大変だったけど、将来、振り返って見た時に大切なものになると思
う」と語った学生がいたが、それぞれの学生にとって、まずは「自分の大切な足跡」と感じら
れるものにして行くことが課題であると思われる。
実習生と実践現場と大学それぞれの立場から実習をふりかえり、実習生自身の主体的学習が
展開されるような実習にしていくために何ができるか検討を重ねることが大切である。また、
それだけでなく「実習指導」を超えて、実習を通した体験が保育の本質の伝承と創造の課題に
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もつながるよう検討を重ねていきたい。
６．　要約
本研究は、実習園の保育士と本学の実習生を対象に、実習記録様式の「活用しやすさ」につ
いての質問紙調査を行った。調査内容は①「活用しやすさ」についての５段階評定と②評定理
由についての自由記述、③各記録様式についての修正・改善案からなる。実習園の担当者と実
習生の回答をそれぞれ統計的に分析した結果、全般的に「ふつう」以上の「活用しやすさ」で
あることが明らかになった。ただし、日々の記録として用いる様式12『見学・観察実習用記録
用紙』、13『参加・指導実習用記録様式』の「活用しやすさ」は、実習園の担当者と学生で異
なる傾向が見られ、実習園の担当者は「活用しやすい」と回答をしているものが比較的多いの
に対し、実習生は「やや活用しにくい」と回答しているものが多いのが特徴的であった。また
その理由について自由記述の内容を分析したところ、実習生は「気づき、学び、考察」などの
「内的体験」の記述をすることに難しさを感じ、意義を十分見出せないでいるのに対し、多く
の実習園の保育者は実習生の「内的体験」の記述を実践での学びとして重視していることが明
らかになった。この結果について検討し、気づきの得られる実習にするための実習記録指導の
工夫について考察した。
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